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「地域で暮らす精神障がい者にとってデイケアは休憩基地のような場所」
～人と人が支え合うグループを通しての看護師の役割～
桑田　淳一
Junichi Kuwata
Ⅰ．精神看護との出会いと役割の移り変わり
　看護師としての役割を考えるにあたり、簡単に私の精
神看護との出会いからその役割の移り変わりについて考
えたい。阪本病院に就職し24年間、病棟で勤務をした。
就職当初はゆったりとした精神科といった雰囲気で、ス
タッフと患者が喫煙室でたばこを吸いながら話したり、
中庭でレクレーションを楽しんだりしていた。平均在院
日数も400日を超えていたが、精神科急性期治療病棟が
できたころからやたら忙しくなり、在院日数も200日を
切るようになった。そのころ、患者の目線を大切にしな
がら心理教育や病棟の開放化、コミュニティーミーティ
ングなどに取り組んではいたが、どうも管理的な役割の
部分が強かったように思う。2011年から２年間訪問看護
に携わり、病棟勤務では知ることもなかった患者の自宅
での生活に直接関わることとなった。１対１の関わりを
とても大切にした経験であった。さらに2013年にはデイ
ケアを立ち上げからから関わり、グループ活動を中心に
リカバリーの考え方を取り入れ、多職種が連携しプログ
ラムを行っている。
　病棟での勤務では、どうしても精神症状に目が行き、
患者主体というよりも看護師の目線で退院という目標に
向かい、退院後の生活のことなどには目が届いていな
かった。それに対して、訪問看護やデイケアでは、その
人らしい生き方はどのようなものなのか、生き方にもい
ろいろあること、そして責任は主体者にあることが重要
であると、主体者の生活を重んじる考え方に移り変わっ
ていった。
Ⅱ．デイケアでのグループ活動
　『なかまの家』ではいろいろなグループ活動を行って
いるが、今回は私が担当している当事者研究とWRAP
について紹介する。なかまとともに語り合い、いろいろ
な意見交換をする中で、いきづらさを生きやすさに変え
ていったり、一人で問題を抱えこんだりすることなく、
人と人との関係性を考えたりすることができ、なかまが
自由に発言できる場が育ってきている。それは、その場
に定着してプログラムを行うといった活動だけではな
く、時には卒業し、時には帰って来て少し休憩をして、
なかまの存在を感じながら新たな方向性を見出していく
ような場であるとも思っている。
１．当事者研究と事例
　当事者研究は、2001年北海道浦川の『べてるの家』に
生まれ。精神障がい者が集まるその場所には、いつも何
かしらの問題というか、苦労があちらこちらにあった。
薬を飲んでも、入院しても問題は解決しないことに対し
て、自分が主体的に取り組む手法として研究をしようと
いう発想で始まった。研究には失敗がつきもので、成功
しなくてもあきらめずに継続的に研究するといった意味
が含まれている。
　阪本病院での当事者研究は私が訪問看護を行っている
ときに、１対１の訪問看護の場面で一つのツールとして
活用し、１か月に１回グループで集まってなかまととも
に行っていた。その後、デイケア『なかまの家』の開所
とともに週に２日（45分×４回）当事者研究を実施し、
その研究の回数は2013年度が178回、2014年度もはや200
回近く行っている。当日「さあ当事者研究を始めましょ
う」のかけ声とともに、今日は私の苦労を研究しますと
いった具合で始まる。自分の苦労を語りながら、なかま
からの意見をホワイトボードに板書していく方法をとっ
ている。
　事例A氏：84回の入院経験があるが、当事者研究をや
り始めてから２年、全く入院せずに生活をしている。研
究のテーマは『パチンコをやめたいから楽しむ研究』で、
パチンコをやめたい・続けたいというアンビバレンツな
気持ちを抱きながら、なかまからは「出入り禁止にする」
「やめた自分にご褒美」といった意見をもらっていたが、
徐々に「そのままでいいんじゃない」「パチンコは必要
な余暇」といった意見をもらうようになり、A氏自身が
「寂しさを紛らわすために行っていたパチンコが、生活
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①　２日間のWRAP集中クラス（2014年10月）を開催
した。
②　月１回のWRAPの活動
　　『なかまの家』『開放病棟』『すくらんぶる』（デイ
ケア）で行っている。
③　2015年度７月にWRAP集中クラス・９月にWRAP
ファシリテーター養成研修の開催を予定している。
　事例B氏：なかまの家に来た当初は、対人緊張が強く、
ちょっとしたなかまとの会話や関係性で、考えがグルグ
ルと頭の中で回りはじめ被害妄想に発展し、自分を責め
続けるといった行動に走っていた。WRAPとの出会い
は、｢自分にはあまり役に立たないかなあ」といった感
じで参加し、自分のプランを作成した。その後、私に勧
められるままに、2014年３月にファシリテーター養成研
修を５日間受講した。お昼ごはんを食べるのもままなら
ない緊張感の中での参加であったが、無事終了式には満
面の笑顔で迎えることができた。この体験は彼にとって
も私にとっても希望の感覚となっている。 2014年10月
には無事ファシリテーターとしてデビューすることがで
き、病棟でのWRAPにも私と共に参加し、地域での生
活や、自分の入院体験を生かしながらファシリテーター
としての活動を行っている。そして、入院中の患者に面
会に行く活動も１年前から行っている。その患者から言
われた「あなたがバリバリとカフェなどで働いている姿
よりも、汗をかきながら緊張し、調子が悪くても働いて
いる姿を見ているほうが元気をもらえます」という言葉
を大切にしている。さらに、今年の１月の末には、高齢
者のグループホームで、今までの病気の苦労を含めた自
分の取扱書というような感じで、メンバーや職員の前で
当事者研究の発表を行った。その後、週に２回のペース
でボランティアとして通い、そこでの就職を目指してい
る。
Ⅲ．デイケアでの看護師の役割
　『なかまの家』の当事者研究やWRAP通して活動し
てきたA氏やB氏は、それぞれに自分の生き方や考え方
をなかまとともに考え、ありのままの自分らしい生き方
を選択し、実践していった。２つのグループは、一人ひ
とりがリカバリーをしていく上でとても大切なプログラ
ムであり、多職種とデイケアのメンバーが協力しあって
行っている。看護師としてというよりも、人と人として
の関わりを大切にしている。私の考えるリカバリーは、
人の強みも弱みも生かしながらその人らしく生きていく
ことであり、常に目標に向かって生きていくというよう
を襍み爆発に繋がっていたが、自分を助けてくれている
ことに気づき、はまりたい時ははまってもいいと思うよ
うになり、現在は『パチンコ行けへんかった記録更新中』
と言いながら、自分の生活を楽しむ」といった考えに変
化していった。
２．WRAP: Wellness Recovery Action Plan（元気
回復行動プラン）と事例
　WRAPはアメリカのメアリーエレンコープランドと
いう人が考えたメンタルリカバリーの講座で、日本語
訳では元気回復行動プランと言われている。その構成
要素は、元気（リカバリー）に大切な５つのことと、
WRAPのプランで成り立っている。元気（リカバリー）
に大切な ５つのことは、希望の感覚（希望の感覚を持
つこと）、自分が主体となること（自分が主役となって
責任を持ちながら行動すること、やっていること）、学
び（日常生活をしていくためのすべ、人間関係、治療の
ことなど今までに学んだこと、これから学びたい事など
が含まれる）、自分のために権利擁護すること（人が生
きていく上で当然守られる権利を守っていくこと）、サ
ポート（サポートしたりサポートされたりする関係性の
こと）で成り立っている。次にWRAPのプランは、元
気に役立つ道具箱（元気になるための道具を自分の道具
箱に大切に入れていくといったイメージ）、日常生活管
理プラン（道具箱のなかでも毎日した方が良いこと、時々
すると良いことなど）、引き金と行動プラン（引き金は
自分ではどうにもならないこと、急に友人から心を傷
つけるようなことを言われた時など）、注意サインと行
動プラン（実際に症状として体や心にあらわれたことな
ど）、深刻な状況であることを知らせるサインと行動（さ
らに深刻なことになった状況）、クライシスプラン（危
機的な状況になったとき）、クライシス後のプラン（ク
ライシスを抜けだし再発しないための重要な時期）で構
成されている。以上のような内容をなかまとともにプラ
ンを出し合いながら生活に役立つような形で、自分の元
気回復行動プランを作っていった。
　『なかまの家』ではWRAPの活動を以下のような形
で行ってきている。
①　WRAPの作成を2013年６月から７か月間（１週間
に１回45分）行った。
②　WRAPのファシリテーター（ファシリテーターは、
WRAPのクラスや研修を行うための進行役のような
もので、みっちり５日間の研修を受ける必要がある）
の育成を行い、現在なかの家ではスタッフ４人、メ
ンバー４人がファシリテーターとして活動している。
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して、リカバリーの風に触れていけるような繋がりを
作っていくこともデイケアの看護師の役割と考えてい
る。
　このような役割を果たしていく上で、リカバリーはデ
イケアのメンバーや入院中の患者にとってのものだけで
はなく、私たち看護師にとっても大切なものと考えてい
る。私が働いてきた組織だけに言えることではないで
しょうが、組織のリカバリーというか、これから看護師
としての役割を果たしていくためには、組織においても
個人においても「希望の感覚」「主体となること」「学び」
「権利擁護」「サポート」といった５つの要素を大切にし
ていくことが重要になってくるのではないでしょうか。
な感覚ではなく、かざぐるまのように風が吹かなければ
止まるし、回り出すとぐるぐる動き出すような印象を
持っている。ぐるぐると回る時だけでなく、止まった時
にゆっくりと休憩し、生き方を考えることができるよう
な場、生きづらさを生きやすさに変えていくような機能
を持った場が有り続け、なかまとして一緒に考えること
ができるような関係性が、そこにあることが大切である。
　このような場や関係性、そしてリカバリーといった考
え方は、入院中の患者にはまだまだ浸透していない。病
棟においてWRAPやボランティアといった活動を行っ
たり、入院中の患者がデイケアの当事者研究やWRAP
のプログラムに参加するなど、相互に交流することを通
